
［成果情報名］精米中の無機元素測定のための誘導結合プラズマ発光分析法の妥当性確認
［要　　　約］精米中の無機元素の定量法として、誘導結合プラズマ発光分析法の妥
当性を試験室間共同試験によって確認した。6試料中のカリウム、マグネシウム、カ
ルシウム、亜鉛、マンガン、銅、リンの7元素を測定した結果、それらのHorRat値は
全て1．5以下であり、本測定法による精米中の7元素の定量法は十分な試験室間再現
精度を有する測定法である。
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［背景・ねらい］
食品中の主な元素類（カリウム、カルシウム、マグネシウム、亜鉛、リンなど）の
日本での公定的な分析法は、個々の元素を単独で測定する必要がある原子吸光分析法
や吸光度法である。そこで、多元素を同時に測定できる誘導結合プラズマ発光分析法
（ICP－OES法と略す）が、食品中の元素類の測定法として再現精度が高く、多くの試験
室で適用可能で分析法であることを示し、日本での公定分析法の一つとすることを目
標に、同一試料を使った試験室間共同試験による妥当性確認を行った0
【成果の内容・特徴］
1．均質性を統計的に確認した6点の粉砕精米を非明示反復試料として8試験室に配
付し、プロトコール［試料調製は0．5g以上の配付試料を用い、その調製方法を報告0
同一のICP－OES装置を用い、分析対象元素の検量線の作成と試料の測定は続けて行
い（同一の校正）、その機種名を報告。測定は各試料に付き一回だけ行い、水分補
正しない生データを報告。測定元素はカリウム、カルシウム、マグネシウムは必須、
その他の元素は任意で報告。］に従って測定させた（表1）。回収した6試料の元
素ごとにコクラン検定とグラップス検定を行い、外れ値がある場合には棄却した0
それらのデータを統計解析し、併行標準偏差（Sr）や室間再現標準偏差（SR）、併行
相対標準偏差（RSD．）、室間相対標準偏差（RSDR）を計算した0　さらに、多くの
試験室間共同試験で得られたRSDRから導き出された推定RSDR（PRSDR）を使い、
HorRat値（RSDR／PRSDR）を求めた。
2．各元素の測定値は試験室間で士10％以上の誤差があるものもあったが（表1、図1）、
統計的に棄却されたのはカルシウム3試料とマンガン1試料の各1試験室ずつで、
全てコクラン検定によるものだった（表2）。解析の結果、カリウム、マグネシウ

ム及びカルシウムのRSDrとRSDRは、それぞれ1．03～1・86％と5・08～6・93％、1・87～
6．14％と7．02～9．99％、及び1．27～5．93％と3．40～6．46％、HorRat値は、それぞれ0・89

～1．13、1．06～1．44、及び0．38～0．70の範囲であった。また、亜鉛、マンガン、銅及
びリンのRSD，とRSDRは、それぞれ1．21～4．15％と3．53～5・62％、1・06～6・84％と3・49
～7．57％、3．23～20．9％と6．11～23．3％及び0．79～1．79％と6・55～7・85％、HorRat値は、
それぞれ0．32～0．54、0．30～0．65、0．41～1．49及び1．18～1．43の範囲であった（表2）0
3．7元素のH。rRat値は全て1．5以下となり、さらにそれらのRSDrとRSDRから、今回の
試験室間共同試験の測定結果が満足なものであり、ICP－OES法による精米中の無機

元素類の定量法が十分な再現精度を有する妥当なものであることを示していた。
［成果の活用面・留意点］
1．精米中の無機元素をICP－OES法で測定する妥当性は確認できたが、他の食品へ適
応するためには、その食品による試験室間共同試験が必要である。
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［具体的データ］

蓑1．精米中のマグネシウムの生データ（睾間共同試験の報告値）
精米　　　　　　　　　　　　試　験　室

Ⅰ　　　3317　　2割＿9　　笠88　　ま鼠2　　3441　　謹鼠4　　諾犯4

亀4　　　脱3
Ⅱ　　　讃汀7　　孤5

麗m5　　　2765

1Ⅱ　　　温0　　：019
孤6　　　及0

Ⅳ　　：藍5．0　　汲8

】＿＿＿＿＿＿＿軍担＿日廼蟄6＿

3142　　琵m3　　謹鼠1　　謹勤0　　31息0
3盗5　　三吏姓8　　罰87　　訊8　　三湿3

3亀6　　諾軌4　　乱8　　訊6　　三組3
謹払5　　諾鼠3　　乱7　　温7　　　器18
3礼8　　乱4　　罰18　　弧6　　：姓L4

窒払0　　認14　　瓢9　　笠数3　　2賂1
弧9　　　盟0　　：更に3　　諾氾5　　　31昆5

Ⅴ　　　牙汀6　　盟9　　創39　　2狙9　　汲5　　2孔1　　弧6
温3　　1弧9　　割a6　　m5　　2孤4　　諷5　　2a9

Ⅵ　　1〔m9　　適温6　　1455　　1弘5　　1鉱7　　1飽1　15ヱ6
1狙8　　1186　　1450　　1弧4　　1鼠1　］鳳9　　1弧6

l（Ⅰ囁S　ヽ如0Ⅰ慮；JI〔plモdrd喝′　7万－B
機種名　　　　　　　閤肌V　甜91（力

l〔Ⅰ棚）Vdzd】托二）Ⅵ或戯D

■■■．・冊

図1．試料Ⅲの各元素の測定誤差
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